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研究成果の概要（和文）：　幕府が得た一般的な各藩の1707年宝永地震の被害情報は、廻状という形により諸藩で共有
されていたことを明らかにした。1858年飛越地震における飛騨国を事例に、原本により翻刻し直した上で、69ヵ村の家
屋倒壊率を明らかにし、前近代における震度を再検討するための基礎を作った。1833年庄内沖地震における津波到達点
は阿賀野川河口より2.5キロメートル内陸の津島屋（新潟市中央区）であることを明らかにした。
　『歴史学による前近代歴史地震史料集』を作成し、原本の翻刻によって宝永地震を中心に家屋倒壊・津波等の地震被
害が記された前近代歴史地震史料を掲載した。

研究成果の概要（英文）：Damage information of 1707 Hoei earthquake has been transferred from the Bakufu 
to Daimyo domains by the medium of Kaijou. In 1858 Hietsu Earthquake, We were clarified the house 
collapse ratio of 69 villages of Hida Province. Tsunami of 1833 Shonai-Oki Earthquake was 2.5 km run-up 
to Agano River.We have made out the historical earthquake records "Rekishigakuniyoru Zenkindai 
Zishinshiryohshu "　

研究分野： 人文学
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１．研究開始当初の背景 
 地震学分野では前近代の地震の震度を導
く根拠として家屋倒壊率の分析が行われて
いるが、根拠とする家屋倒壊率の算出方法は
不確かなものである。また、前近代における
確実な史料にもとづく津波到達点の研究は
行われていない。 
 本研究のとりくみは、前近代の地震の震度
の前提となる家屋倒壊率を確実な史料によ
って算出しなおし、その分析方法を再構築す
るもので、地震学において前提的研究として
必須でかつ喫緊の研究である。数値によって
歴史学分野から前近代の震度研究を行うは
じめての試みである。 
 また、津波堆積物の分布による津波到達点
の研究は地質学によって行われているが、歴
史学の方法による津波到達点の研究ははじ
めての試みである。 
 
２．研究の目的 
 近世以前の地震による家屋倒壊数と津波
による水死者が記される史料を主たる分析
対象として、建物被害率と津波到達点を割り
出し、その被害地域の地形的特質を検討する。 
 東海、東南海、南海地震と連動しておこる
地震であり、日本の歴史上最大規模の地震
（M8.6）である 1707 年宝永地震の史料を中
心に研究を行う。この分析によって地震の震
度と津波到達点を導き出す史料を確定し、前
近代の震度研究と津波到達点の基礎を確立
する。 
 
３．研究の方法 
 近世以前の町・村等の家数・家屋倒壊数と
水死者（「溺死人」）が記された史料の原本調
査を行い、翻刻し、家屋倒壊率を算出し、水
死者の所在地を特定する。前近代における震
度の計算方法と津波到達点研究の方法を提
示し、震度・津波到達点の基礎的研究を行う。 
（1）1707 年宝永地震を中心に町・村等の家
数・家屋倒壊数と水死者が記された史料の原
本調査を行い翻刻し、家屋倒壊率を出し、水
死者の所在地を特定する。 
（2）家屋倒壊率を抽出できた地点と水死者
所在地の地形分析を行い、被害の理由がどの
ような地形によるものかを明らかにする。 
 
４．研究成果 
（1）宝永地震史料を中心に地震史料を原本
によって翻刻し、前近代歴史地震史料研究会
編『歴史学による前近代歴史地震史料』に収
載し公表した。『新収日本地震史料』等の既
刊地震史料集所収に収められている史料に
ついても原本によって翻刻し直した。歴史研
究者にとって地震研究に役立ち、さらに、防
災・減災に役立てるための史料集とすること
をめざし、『歴史学による前近代歴史地震史
料』に翻刻掲載した史料には注釈をつけた。
さらに、必要に応じて現代語訳もつけ、史料
群ごとに解説を付した。『歴史学による前近

代歴史地震史料』所収の「江府京駿雑志」は、 
津波によって落ちた橋が記されていること
から大坂三郷の津波の到達点がわかる史料、
「岡本元朝日記」は幕府にもたらされた宝永
地震の被害情報がどのようにして各藩に伝
えられたのかがわかる史料、「見聞闕疑集」
は大被害を受けた紀伊国尾鷲（三重県尾鷲
市）の津波到達点がわかる史料、「大地震之
事」（「金五郎日記歳代覚書」）は渥美半島に
ある三河国野田郷（愛知県田原市）6 ヵ村の
全戸数・全壊軒数・半壊軒数が記され、家屋
倒壊率を出すことができる史料である。 
 本『歴史学による前近代歴史地震史料』は、
歴史学によるはじめての歴史地震史料集の
作成であり、以後の歴史地震史料集作成の基
準史料集となると思われる。今後も、このよ
うな歴史地震史料集の作成につとめ、防災・
減災に貢献して行きたい。 
 
（2）宝永 4 年（1707）の宝永地震における
大坂市中の被害については、各種の史料に記
載された実数にばらつきがある。これまでに
知られている宝永地震における大坂市中の
被害情報が、史料の成立年代・成立経緯と倒
壊家屋数など数値自体に注目して分析する
ことによって、主に 5つの系統に整理できる
ことを明らかにした。 
 
（3）幕府が得た一般的な各藩の宝永 4 年
（1707）宝永地震の被害情報は廻状という形
により諸藩で共有されていたこと、しかし留
守居が主体的に被害情報の収集をしている
様子は、秋田藩家老岡本元朝日記からは確認
できないことを明らかにした。また、宝永富
士山噴火に際しての注進書は、異例の形で幕
府が積極的に共有を図ったこと、幕府中枢の
この情報の共有にむけた主体性・積極性の表
れであり宝永地震とは異なりかなり異例の
伝達・共有の事例であること、さらに、幕府
が主体的・積極的に情報共有を計った理由と
しては普通の地震とは異なる鳴動や降灰と
いった異常な事態に人心の動揺が激しくこ
れを鎮める必要を意識したためであると理
解した。このようにして情報伝達の態様・特
徴を明らかにすることではじめて情報の内
容も活用できることが明確になったので、さ
らに検討を続けていかなければならない。 
 
（4）前近代の家屋倒壊率によって震度を導
き出した宇佐美龍夫ほか（1979）が依拠した
『岐阜県史 史料編 近世八』の「飛騨国
村々大地震先御届書」を原本にもとづき検討
した結果、『岐阜県史 史料編 近世八』の
潰家数には誤りが多いことがわかり翻刻を
し直した。さらに、69 ヵ村の家屋全壊率を割
り出し、宇佐美龍夫ほか（1979）の震度を再
検討するための基礎を作った。今後、この 69
ヵ村の家屋全壊率にもとづき前近代におけ
る震度の出し方を検討する必要がある。 
 



（5）元禄 16年（1703）の元禄地震における
相模国・駿河国駿東郡・伊豆国東岸地域の被
害と相模国足柄郡・駿河国駿東郡御厨・伊豆
国東岸地域の１村当りの平均家屋倒壊数・死
亡者数を明らかにし、1 村当り家屋倒壊数が
多い地域は活断層の近くであったためであ
ること、1 村当り死亡者数が多い地域は津波
の被害を受けた地域であることを明らかに
した。 
 
（6）既刊地震史料等には掲載されず従来知
られていなかった山形県鶴岡市郷土資料館
所蔵「大泉昆録」を翻刻・検討し、天保 4年
（1833）庄内沖地震による津波は、阿賀野川
を遡上して海から 2.5km 内陸の津島屋（新潟
市東区）まで到達したことを明らかにした。 
 
（7）安政 5 年（1858）の飛越地震における
「飛驒郡代高山陣屋文書」所収絵図と関連史
料の分析を行い、本絵図が、山崩れとそれに
ともなう浸水による被害状況だけでなく、地
震前の姿を知ることができる絵図であるこ
とを明らかにした。 
 
（8）1498 年の明応東海地震時の津波によっ
て被害を受けたとされる安濃津周辺におい
て地質調査を実施した。安濃津周辺の堤間湿
地の約 30 地点で地形形成過程の解明および
過去の津波堆積物の検出を目的とした地質
調査を実施した結果、過去の津波堆積物と思
われるものは志登茂川・安濃川・岩田川沿い
以外ではほとんど見つからなかった。よって
現在のところ、明応東海地震時の津波は河川
遡上型であり当地域に3列存在する浜堤を超
える大規模なものではなかったと推定した。
そして、安濃津で被害が大きかったのは津波
のエネルギーが集中する河川沿いのラグー
ンに立地していたからであると理解した。 
 
（9）宝永 4 年（1707）10 月 4 日に南海トラ
フ周辺で起った宝永地震による大坂の被害
数を確実な史料のみを用いて論じている論
文はほとんどないため、さまざまな幕府への
被害報告の文書を検討することにより、宝永
地震による大坂三郷の被害数を確定した。そ
れによって得られた結論は次のようなもの
である。宝永地震の大坂三郷の被害報告の写
は、「朝林」「鸚鵡籠中記」「塩尻 巻二十四」
「楽只堂年録 第二○八巻〜第二一○」に掲
載されているが、それらのうちもっとも被害
数全体を示していると思われる史料は尾張
藩士堀貞儀が記した「朝林」所載の被害報告
書である。 
 しかし「朝林」所載の被害報告書も 10 月
10 日までの報告書でありその後も被害数が
増えると考えると、宝永地震による大坂三郷
の被害は、竃数 3,537、軒数 653 軒、圧死者
5,351 人、溺死人 16,371 人以上とするのが正
確な理解であることを明らかにした。 
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